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月　

日
に
下
水
道
事
業
運
営
委
員
会

12

22

の
第
３
回
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
町
か
ら
下
水
道

会
計
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
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平
成　

年
度
決
算
で
は
、
１�
の
汚
水

16

を
処
理
し
て
き
れ
い
な
水
に
す
る
の
に

3
9
4
円
の
費
用
が
か
か
っ
て
い
る
。

下
水
道
使
用
料
に
よ
る
収
入
は
1
2
6

円
な
の
で
、
2
6
8
円
の
不
足
を
生
じ

て
い
る
。
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本
町
の
下
水
道
事
業
は
、「
国
か
ら
の

補
助
金
、
起
債
（
借
金
）、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
、
下
水
道
使
用
料
」
な
ど

の
収
入
に
よ
る
特
別
会
計
で
運
営
し
て

い
る
。
し
か
し
、　

現
在
の
収
入

だ
け
で
は
安
定
し
た
経
営
が
で

き
ず
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
の
割
合
を
高
め
て
不
足
分
を

賄
っ
て
い
る
が
、
町
の
財
政
難

に
よ
る
繰
入
金
の
削
減
や
収
入

の
伸
び
悩
み
に
よ
り
、
今
後
、
下

水
道
会
計
は
赤
字
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
。

�

赤
字
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
な

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
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�
こ
こ
ま
で
経
営
状
況
が
悪
化
す
る
前

に
、
定
期
的
な
使
用
料
の
見
直
し
、
歳

出
削
減
の
機
会
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
見
直
し
の
際
に
、
極
端
な

見
直
し
は
収
納
率
へ
の
影
響
も
あ
る
と

思
う
の
で
、
基
本
料
金
体
系
の
見
直
し

も
含
め
、
段
階
的
な
引
き
上
げ
が
良
い

と
思
う
。

�
汚
水
は
飲
み
水
に
近
い
形
ま
で
浄
化
さ

れ
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
に
か
か
る
費
用

を
町
民
に
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
。

�
下
水
汚
泥
の
コ
ン
ポ
ス
ト
化
（
処
理
し

た
下
水
汚
泥
を
発
酵
さ
せ
て
作
っ
た
堆

肥
）
な
ど
を
取
り
入
れ
、
歳
出
削
減
の

方
法
も
検
討
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

る
経
費
の
削
減
や
安
定
的
な
財
源
を
確
保

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

各
委
員
か
ら
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。　

　
　

月　

日
開
催
の
委
員
会
で
は
、
こ
れ

12

21

ま
で
の
意
見
を
ま
と
め
作
成
し
た
「
協
働

の
指
針
」
の
提
言
書
（
案
）
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。
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提
言
書
で
は
、「
私
が
変
わ
る�
ま
ち

が
変
わ
る�
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

協
働
の
必
要
性
や
こ
れ
か
ら
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
内
容
を
項
目
ご
と
に
記

載
し
て
い
ま
す
。

�
�����
��
�	
�
�
����

①
人
材
の
育
成
・
確
保

②
各
種
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と
拠
点

づ
く
り

③
町
民
と
行
政
の
意
識
改
革

④
参
加
の
拡
大

⑤
町
民
の
意
見
が
町
政
に
反
映
さ
れ
る
仕

組
み
づ
く
り
、
情
報
共
有
の
推
進
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�

①
地
域
福
祉
や
子
育
て
な
ど
、
町
全
体
で

見
守
り
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り

②
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
協
働
の

取
り
組
み　

な
ど
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
　
　
　
　
　

�
策
定
検
討
委
員
会
の
任
期
は
指
針
策
定

ま
で
と
な
っ
て
い
る
が
、
指
針
策
定
後

は
、
各
種
団
体
が
参
加
し
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
体
制
が
必
要
。

�
協
働
を
進
め
る
と
、
町
が
ど
う
な
る
の

か
（
例
え
ば
、
町
が
活
性
化
す
る
、
よ

り
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
な
ど
）
を
盛
り
込
む
べ
き
。

�
協
働
を
し
な
い
こ
と
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ

ト
も
載
せ
た
方
が
良
い
。

�
企
業
が
ど
の
よ
う
な
形
で
参
画
で
き
る

か
と
い
う
こ
と
を
、
企
業
自
身
に
考
え

て
も
ら
っ
た
方
が
良
い
。

�
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
た
め
に
は
、

様
々
な
団
体
の
情
報
を
集
約
す
る
拠
点

が
必
要
で
あ
り
、
協
働
の
推
進
セ
ン

タ
ー
を
作
る
必
要
が
あ
る
。

�
お
金
が
な
い
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
お

願
い
す
る
と
い
う
の
は
考
え
違
い
。

 　
　
　
　
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

����

　

次
回
の
委
員
会
で
は
、
今
回
出
さ
れ
た

意
見
に
対
す
る
町
の
考
え
方
を
説
明
し
ま

す
。
ま
た
、
協
働
の
指
針
の
あ
り
方
（
骨

子
）
案
に
つ
い
て
町
か
ら
説
明
し
、
そ
れ

に
対
し
委
員
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
ま

す
。
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（地域包括ケアシステム）
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今
後
、
ま
す
ま
す
進
む
高
齢
化
。「
介
護
」
問
題
は
老

後
の
大
き
な
不
安
要
因
で
も
あ
り
ま
す
。

　

介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
介
護
保
険
制
度
が
始

ま
っ
て
5
年
、
こ
れ
か
ら
も
制
度
を
維
持
し
健
康
で
自

立
し
た
生
活
が
出
来
る
環
境
が
、
今
、
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
介
護
予
防
を
目
的
と
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
続

け
る
た
め
の
支
援
を
、
総
合
的
に
受
け
ら
れ
る
体
制
作

り
が
重
要
で
あ
り
、
計
画
策
定
委
員
会
で
検
討
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
住
む
町
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
量
や
保
険
料
の

見
直
し
の
計
画
（
案
）
が
出
来
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

思いやりと生きがいが感じられるまちづくり

8回目の委員会を開催。傍聴できます。
���������	
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����

����������	
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�

▼��　２月28日（火）　1８時から　（２時間程度）
▼��　ゆとろ　多目的ホール（西町）
▼��　計画全体案の提示と検討
▼������　福祉課介護サービス係
（｢ゆとろ｣内・�２３－３０２９）
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資料を配布しています。
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　素案をまとめた資料は「ゆとろ」介護サービス係で
希望者に配布しています。
　皆さんのご意見は、2月23日（木）までにお寄せくだ
さい。寄せられた意見は、策定委員会で報告します。
担当　福祉課介護サービス係 �２３－３０２９/�２５－５０１８
　  　　E-meil:hukshi3@town.tobetsu.hokkaido.jp
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高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支
え
る
、
介

護
予
防
や
地
域
に
密
着
し
た
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
体
制
を
整
え
る
。
ま

た
、�
�
�
�
�
�
�
�
	


を
設
置

し
て
総
合
的
な
ケ
ア
体
制
を
構
築
す
る
。
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サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
提
供
や
苦

情
相
談
に
対
応
す
る
体
制
を
強
化
す
る

と
共
に
、
介
護
支
援
専
門
員
の
資
質
向

上
の
支
援
を
行
う
。
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介
護
予
防
事
業
や
新
予
防
給
付
の
体

制
を
整
え
る
と
共
に
、
若
年
か
ら
の
健

康
管
理
・
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
。
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保
健
、
医
療
、
福
祉
関
係
者
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
地
域
全
体
で
高
齢
者
の
自

立
生
活
を
支
え
る
体
制
を
構
築
す
る
。
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高
齢
者
が
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
や
生

涯
学
習
の
場
、
就
労
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
地
域
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
支
援

を
行
う
。
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住
民
に
認
知
症
を
理
解
し
て
も
ら
う

と
共
に
予
防
対
策
、
家
族
の
相
談
援
護

活
動
を
推
進
す
る
。
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益
々
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

が
増
加
す
る
状
況
が
あ
り
、
町
で
は
、　
65

歳
以
上
の
人
が
支
払
う
保
険
料
の
改
定
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
月
額
保
険
料
は
3
千
7
5
0
円

で
す
が
、
平
成　

年
度
か
ら
3
千
9
2
5

18

円
程
度
と
す
る
こ
と
を
試
算
し
て
い
ま

す
。

　

介
護
保
険
制
度
が
こ
れ
か
ら
も
住
民
に

身
近
で
役
に
立
つ
制
度
と
し
て
あ
り
続
け

る
た
め
に
、
平
成　

年
度
か
ら
の
「
高
齢

18

者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」

が
、
着
実
に
実
行
で
き
る
も
の
と
な
る
よ

う
に
、
計
画
の
素
案
に
対
す
る
皆
さ
ん
の

意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
の　

歳
以
上
の
人
口
は
、
今
後
、

65

徐
々
に
増
加
し
、
高
齢
化
率
（
人
口
に
占

め
る
高
齢
者
数
）
も
上
昇
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
介
護
認
定
者
も
、

平
成　

年
度
の　

人
か
ら
平
成　

年
度
に

16

640

20

は　

人
に
増
え
る
見
込
み
で
す
。（
表
１
）

696

　

ま
た
、
介
護
保
険
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
人
は
、
介
護
保
険
制
度
の
普
及

と
共
に
増
え
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、
訪
問

介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）
や
通
所
介
護

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど
を
受
け
易
く
し
、

居
宅
サ
ー
ビ
ス
量
の
増
加
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。（
表
２
・
３
の
サ
ー
ビ
ス
量
と
は
、

利
用
件
数
×
月
数
）
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障
害
者
自
立
支
援
法
が
制
定
さ

れ
、
精
神
障
が
い
の
方
が
受
給
さ
れ

て
い
る
「
通
院
医
療
費
公
費
負
担
制

度
」
が
、
平
成　

年
４
月
か
ら�
�

１８

�
�
�
�
�
�
�
�
に
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
の�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
と
な
り
、
負
担
額

は
、
受
診
者
と
同
じ
医
療
保
険
加
入

家
族
を
同
一
世
帯
と
し
た
「
世
帯
」

の
課
税
状
況
に
応
じ
て
、
月
額
上
限

額
が
異
な
り
ま
す
。

　

４
月
以
降
に
精
神
疾
患
で
通
院
す

る
た
め
の�
�
�
�
�
�
�
�
	



を
受
け
る
た
め
に
は
、
早
め
の
申
請

が
必
要
で
す
。

　

現
在
、「
通
院
医
療
費
公
費
負
担

制
度
」
を
受
給
し
て
い
る
方
に
は
、

江
別
保
健
所
よ
り
「
自
立
支
援
医
療

制
度
」
の
申
請
に
関
す
る
書
類
を
送

付
し
て
い
ま
す
の
で
、
申
請
書
、
添

付
資
料
を
持
参
の
上
、
福
祉
課
障
が

い
サ
ー
ビ
ス
係
に
提
出
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
受
給
希
望
の
方

は
、
同
係
（「
ゆ
と
ろ
」
内
・�
2
3

―
3
0
1
9
）
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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